
第26回臨床腫瘍夏期セミナー

※依頼中の講師、座長を含みます。

主催・企画：特定非営利活動法人 東京がん化学療法研究会
後　　援：公益社団法人 日本医師会　公益社団法人 東京都医師会　一般社団法人 東京都病院薬剤師会　公益財団法人 日本薬剤師研修センター
 　一般社団法人 日本癌治療学会　公益社団法人 日本臨床腫瘍学会　公益社団法人 日本産科婦人科学会　一般社団法人 日本医療薬学会
　　　　　一般社団法人 日本がん看護学会　認定特定非営利活動法人 西日本がん研究機構　認定特定非営利活動法人 North East Japan Study Group
協　　賛：製薬企業各社
交付単位：日本薬剤師研修センターによる単位（１日受講：３単位、２日受講：６単位）
 　日本医療薬学会認定がん専門薬剤師・がん指導薬剤師認定単位（7/10 受講：２単位、7/11 受講：２単位）
　　　　　日本看護協会 認定看護師・専門看護師：「研修プログラムへの参加」として申請いただけます。（参加証を発行いたします）
　　　　　日本臨床腫瘍薬学会認定 外来がん治療認定薬剤師認定のための講習会（研修会）

（予定）

（予定）

例年ご好評をいただいております東京がん化学療法研究会主催「臨床腫瘍夏期セミナー」を、本年も開催する運びとなりました。本セミナーは、単に化学療
法の理論や実践を学ぶ場に留まらず、臨床試験の結果をどのように解釈し、日々の診療に活かすか、さらには緩和医療の在り方に至るまで、幅広いテーマを
網羅しております。医師、看護師、薬剤師の皆様はもちろん、CRCや製薬企業の皆様など、がん医療に携わるあらゆる職種の方々が、共に楽しみながら学
びを深められるプログラムを目指しております。本年度のトピックスとしましては、従来開発が困難とされてきた RASを標的とした新規薬剤や、進化を続け
る免疫関連薬剤を取り上げます。特に、開発企業の視点から薬剤の本質を解説いただくセッションを設けており、より多角的な視点で最新の知見を得られる
貴重な機会となります。本セミナーが、個人の研鑽の場としてだけでなく、所属施設における教育ツールとしても広くご活用いただければ幸いです。皆様の奮っ
てのご参加を、心よりお待ち申し上げております。 企画委員長　公益財団法人がん研究会有明病院 山口研成

※最新情報はHPでご確認ください。https://tcog.jp/

日時 2026年７月10日（金）・11日（土） 開催形式 オンライン（Zoomウェビナーによるライブ配信および事後のオンデマンド配信）
定員 500名参加費 15，000円（2日間通して）

9:30～10:10 9. Targeted Radionuclide Therapyの臨床実装に向けて
講師 高野 祥子（横浜市立大学）

10:15～10:55 10. 患者さんのために知っておきたいIVR
講師 荒井 保明（前 国立がん研究センター）

11:05～11:45 11. 乳癌に対する薬物療法の最新情報
講師 徳永 えり子（九州がんセンター）

11:50～12:30 12. 泌尿器がんの薬物療法 -腎・尿路・前立腺・精巣-
講師 近藤 千紘（埼玉県立がんセンター）

13:50～14:20 13. 医療現場におけるAIリテラシーと活用法
講師 久野 真弘 （がん研究会有明病院）

14:25～14:55 14. がん専門病院で取り組む患者参画型チーム医療とサバイバーシップ支援
講師 片岡 明美（がん研究会有明病院）

15:00～15:30 15. 薬剤師業務の実態と課題
講師 輪湖 哲也（日本医科大学付属病院）

15:40～16:20 16. もっとうまくいく緩和ケア-緩和ケアの力
講師 余宮 きのみ（広島市立広島市民病院）

16:25～17:05 17. アドバンスケアプランニングー懐疑論の要点
講師 森田 達也（聖隷三方原病院）

17:10～17:15 実行委員長 閉会挨拶

【緩和医療と患者コミュニケーション】15:40~17:05
　座長：吉村 明修（東京医科大学 呼吸器内科）

7月11日（土）
【患者ケアと新規医療の課題】9:30~10:55
　座長：久保田 馨（日本医科大学呼吸ケアクリニック）

【がん薬物療法（各論）】11:05～12:30
　座長：赤倉 功一郎（JCHO 三島総合病院）

ランチョンセミナー 12:40～13:30
ノボキュア株式会社

【支持療法トピックス（実務・啓発）】13:50~15:30
　座長：高張 大亮（群馬大学医学部附属病院 腫瘍内科）

�

9:25～9:30 実行委員長挨拶

9:30～10:10 1. 胃がん化学療法セミナー：個別化医療の進展と治療戦略の最適化
講師 山口 研成（がん研究会有明病院）

10:15～10:55 2. 肺がん
講師 加藤 晃史（東京都立駒込病院）

11:05～11:45 3. 基礎：医学統計からがん臨床試験結果を深掘る
講師 森田 智視（京都大学）

11:50～12:30 4. 臨床：第III相試験における多重性　-臨床医の視点から-
講師 市川 度（日本がん臨床試験支援機構）

13:50～14:30 5. 大腸癌診療ガイドライン 2026年版改訂のポイント
講師 谷口 浩也（愛知県がんセンター）

14:35～15:15 6. 診療ガイドラインと最新の肺がん薬物療法
講師 髙橋 利明（静岡がんセンター）

15:25～16:05 7. First-in-Class Success: Lessons from the Development of Sotorasib
講師 Emily Chan（AMGEN）

16:10～16:50 8. がん免疫療法の進展と次世代抗体医薬品開発の展望
講師 長田 元伸（BMS）

【新規抗がん剤TOPICS】15:25～16:50
座長：嶋田 顕（昭和大学江東豊洲病院 腫瘍内科）

7月10日（金）

【がん薬物療法 TOPICS】9:30~10:55
　座長：清家 正博（日本医科大学）

【医学統計】11:05～12:30
　座長：山口 研成(がん研究会有明病院)

ランチョンセミナー 12:40～13:30
Johnson & Johnson Innovative Medicine

【ガイドライン改定】13:50~15:15
座長：細見 幸生（都立駒込病院 呼吸器内科）




